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・はじめに 
水質検査は、水道水が水質基準に適合し、安全であることを確認するために必要不可欠なもので

あり、水道水の水質管理の中枢をなすものです。 
喜界町の水質検査計画は、水源の種別、過去の水質検査結果、水源周辺等について総合的に検討

し、検査地点、検査項目及び検査頻度ならびに公表の方法等を定めたものです。 

１．基本方針 
町民の皆様が安心して飲んでいただける水道水を供給するために、水道水が給水栓において水質

基準に適合していることを遵守するため、定期的に行う検査について水質検査計画を策定し、計画
的に検査を実施いたします。 

水質検査計画は、水道法２０条、水道法施行規則第１５条に定めるところにより、水道事業者が
行う定期の水質検査について、検査すべき事項、当該項目、採水場所及び検査回数を記載します。 

喜界町の水道の水質に関する検査についての基本方針を次のとおり定めます。  
（１）安全でおいしい水を安定供給します。  
（２）需要者の信頼できる水道水の供給を図ります。  
（３）効率的な水質検査を目指し、合理的な判断のもと質の高い水の供給を行います。  
（４）地域性を考慮した水質検査の実施を行います。  
（５）水質計画について事業年度の初めに需要者に対して情報提供のため公表致します。  
この基本方針に基づき、清浄な水を供給するため施設の管理を適正に行い、需要者が安心、信頼

して利用できる水の供給を目指します。 
また、水質汚濁事故等のように水道法の水質基準を維持することが危ぶまれる事態においては、

速やかに臨時の水質検査を行います。 
水質検査のついては水道法２０条に定めるところにより、厚生労働大臣の登録を受けた者に委託

して行いますが、精度が良好に保たれていると評価された機関であることとします。 
この基本方針に基づき適切な水質検査計画を策定し、安全な水道水を供給していることをご理解

いただくとともに、その検査結果は公表するものであります。  

２．水道事業の概要 
  喜界町には４地区の簡易水道事業があり各地区に水道水を供給していますが、南部・東部・川嶺
地区においては、水源からの原水を各の浄水施設にて電気透析設備で浄水を行った水を供給していま
すが、西部地区につきましては、同様の浄水システムで平成２９年３月より一部区域供給を開始して
いますが、今後は管路整備が完了次第順次供用区域を拡大していきます。 
当該４地区の給水規模・給水人口等・水源施設・浄水施設の概要と給水状況及び配水系統図について記
載します。



配水池 
SUS 550m3

先山・浦原 
花良冶・蒲生

上嘉鉄配水池
RC 185m3 

上嘉鉄

・南部地区簡易水道の概要 

給水区域 荒木・手久津久・上嘉鉄・先山・浦原・花良冶・蒲生地区 

給水人口（計画） １，７２０人 

給水人口（H31.3） １，２８２人 

普及率 １００％ 

計画一日最大給水量 ７１１．０ｍ3／day（認可） 

一日最大給水量 ８０１．０ｍ3／day（H２９水道統計） 

※水源施設概要 

水源名 荒木第２水源・荒木第３水源・上嘉鉄水源 

水源の種別 地下水 

取水量（計画） 荒木第２水源 ２７４．０ｍ3／day 
荒木第３水源 ５００．０ｍ3／day 
上嘉鉄水源  １５０．０ｍ3／day 

※浄水施設概要 

浄水場名 南部浄水場 

浄水方法 急速ろ過方式＋電気透析設備 

浄水能力 ７１１．０ｍ3／day 

消毒薬品 次亜塩素酸ナトリウム 

・南部地区配水系統図 
  荒木・上嘉鉄水源より取水、浄水場へ送水し急速ろ過機と電気透析設備で浄水して、塩素消後毒

に配水しています。 
（荒木第２水源は南部地区ですが、西部地区整備期間中は暫定的に西部地区へ供給しています。） 

荒木第３水源 
上嘉鉄水源 南部浄水場

上嘉鉄系

荒木 
手久津久 

荒木系

浦原系
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  ・東部地区簡易水道の概要 

給水区域 坂嶺・伊砂・伊実久・小野津・志戸桶・佐手久・塩道・早町 
白水・嘉鈍・阿伝地区 

給水人口（計画） ２，４０５人 

給水人口（H3１.3） １，８０２人 

普及率 １００％ 

計画一日最大給水量 ８３５．０ｍ3／day（認可） 

一日最大給水量 ８３５．０ｍ3／day（H２９水道統計） 

※水源施設概要 

水源名 伊実久水源・小野津第２水源・志戸桶第３水源 

水源の種別 湧水（伊実久水源・小野津第２水源） 
地下水（志戸桶第３水源） 

取水量（計画） 伊実久水源   ４００．０ｍ3／day 
志戸桶第３水源  ３５４．２ｍ3／day 
小野津第２水源 ２４８．０ｍ3／day 

※浄水施設概要 

浄水場名 東部浄水場 

浄水方法 急速ろ過方式＋電気透析設備 

浄水能力 ８３５．０ｍ3／day 

消毒薬品 次亜塩素酸ナトリウム 

・東部地区配水系統図 
  伊実久・小野津・志戸桶水源より取水、浄水場へ送水し急速ろ過機と電気透析設備で浄水して、

塩素消後毒に配水しています。 

高区系

伊実久水源 
小野津第２水源 
志戸桶第３水源

低区系

東部浄水場



配水池 
SUS 72m3 

防衛施設 

川嶺 

・川嶺地区簡易水道の概要 

給水区域 川嶺地区（防衛施設含む） 

給水人口（計画） ３３２人 

給水人口（H3１.3） １６７人 

普及率 １００％ 

計画一日最大給水量 １００．０ｍ3／day（認可） 

一日最大給水量 ９１．０ｍ3／day（H２９水道統計） 

※水源施設概要 

水源名 川嶺水源 

水源の種別 地下水 

取水量（計画） 川嶺水源 １２０．０ｍ3／day 

※浄水施設概要 

浄水場名 川嶺浄水場 

浄水方法 急速ろ過方式＋電気透析設備 

浄水能力 １００．０ｍ3／day 

消毒薬品 次亜塩素酸ナトリウム 

・川嶺地区配水系統図 
  川嶺水源より取水、浄水場へ送水し急速ろ過機と電気透析設備で浄水して、塩素消後毒に配水し

ています。 

川嶺水源 川嶺浄水場



低区配水池
SUS 1,336m3 

中里 
湾（一部区域）

  ・西部地区簡易水道の概要（Ｈ２３変更認可で統合事業で整備を実施中） 

給水区域 中里・湾・赤連・池冶・中間・先内・中熊・羽里・山田・城久 
島中・滝川・大朝戸・西目地区 

給水人口（計画） ４，２６０人 

給水人口（H3１.3） ３，８０１人 

普及率 １００％ 

計画一日最大給水量 ２，５８０．０ｍ3／day（認可） 

一日最大給水量 ２，７０５．０ｍ3／day（H２９水道統計） 

※水源施設概要 

水源名 滝川水源・島中水源・大朝戸水源・中里水源・新中里水源 
中熊水源・新中熊水源 

水源の種別 湧水 
（滝川水源・島中水源・大朝戸水源） 
地下水 
（中里水源・新中里水源・中熊水源・新中熊水源） 

取水量（計画） 滝川水源    ２８８．９ｍ3／day 
島中水源    ５００．０ｍ3／day 
大朝戸水源   １００．０ｍ3／day 
中里水源  １，０００．０ｍ3／day 
新中里水源   ５００．０ｍ3／day  
中熊水源    ２００．０ｍ3／day  
新中熊水源   ５００．０ｍ3／day  

※浄水施設概要 

浄水場名 西部浄水場・各配水池で消毒処理 

浄水方法 急速ろ過＋電気透析設備・次亜塩素酸ナトリウム消毒処理のみ 

浄水能力 ２，５８０．０ｍ3／day 

消毒薬品 次亜塩素酸ナトリウム 

・西部地区配水系統図（西部浄水場配水池系） 
  新中里・中熊・新中熊水源より取水、浄水場へ送水し急速ろ過機と電気透析設備で浄水して、塩

素消後毒に配水しています。 

中熊水源 
新中熊水源 
新中里水源

西部浄水場

西部浄水場系



赤連 
池治 

赤連配水池
SUS 368m3 

先内 
中間 

中間配水池
RC 112m3 

大朝戸配水池 
RC 86m3 

滝川浄水場 島中 

西部浄水場 

羽里・山田 高区配水池
SUS 199.5m3 

城久・滝川 
島中・大朝戸 

西目 

・西部地区配水系統図（西部浄水場配水池系） 
  新中里・中熊・新中熊水源より取水、浄水場へ送水し急速ろ過機と電気透析設備で浄水して、塩

素消後毒に配水しています。 

・西部地区配水系統図（赤連配水池系） 
  滝川・島中・中熊・大朝戸水源より取水し、赤連配水池へ送水し塩素消毒後に配水しています。 

・西部地区配水系統図（滝川浄水場配水系） 
  滝川水源より取水し、滝川浄水場へ送水し塩素消毒後に配水しています。 

・西部地区配水系統図（大朝戸配水池系） 
  大朝戸水源より取水し、大朝戸配水池へ送水し塩素消毒後に配水しています。 

大朝戸系 

滝川水源 
島中水源 

大朝戸水源

赤連系 

大朝戸水源

滝川系 

滝川水源

中熊水源 
新中熊水源 
新中里水源

西部浄水場系 



３．原水及び浄水の水質状況 
喜界町にある４地区の簡易水道の原水水質性状としては、喜界島が隆起珊瑚礁により形成され

ているため、地質由来の硬度分、蒸発残留物が高い数値となっています。 
また、畑地帯に近接している水源によっては、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素が基準値内ではあ

りますが、近年高い数値を示すようになってきています。 
また、５水源が湧水を利用しているため指標菌・クリプトスポリジウム等の検査も行っていま

す。 
浄水については、原水の水質性状等を踏まえた浄水方法として、急速ろ過方式＋電気透析設備

で行うことで硬度分・蒸発残留物等を除去低減し水質基準に適合した安心で安全な水道水を供給
していますが、水質検査を行うことにより基準に適合した水道水であるいうことを確認していま
す。 

４．検査項目・検査頻度・採水地点 

（１）検査項目 
・原水（別表ー原１・別表ー原２・別表ー原３） 
 水質基準５１項目から消毒副生物（塩素消毒により生成）と味を除いた項目を行います。 

また「水道におけるクリプトスポリジウム等対策指針」に基づき、水源における指標菌（大
腸菌および嫌気性芽胞菌）並びにクリプトスポリジウム等（クリプトスポリジウムおよびジア
ルジア）の検査を行います。 

・浄水（別表ー浄１・別表ー浄２） 
水質基準５１項目と毎日検査（色・濁り・残留塩素）を行います。 

（２）検査頻度 
   ・原水（別表ー原１・別表ー原２・別表ー原３） 
    水源の種別（地下水・湧水）により検査回数が異なりますが、下記を基準としています。 
    水質基準項目・・・・・・・１回／月・１回／年 
    指標菌・・・・・・・・・・１回／月・１回／３ヶ月・１回／年 
    クリプトスポリジウム等・・１回／３ヶ月・１回／年 

   ・浄水（別表ー浄１・別表ー浄２） 
    毎日検査・・・・・・・・・１回／日 
    水質基準項目・・・・・・・１回／月・１回／３ヶ月・１回／年 



（３） 採水地点 
②原水 水源 

水源（下表採水地点一覧・別紙位置図）ごとに採水し、検査を実施します。 
事業名 水源名 採水地点 区分

川嶺地区簡易水道 川嶺水源 川嶺水源地 (喜界町川嶺長峯田1091-4) 原水

荒木第２水源 荒木第２水源地 (喜界町荒木当原1000) 原水

荒木第３水源 荒木第３水源地 (喜界町荒木カマノ前972-2) 原水

上嘉鉄水源 上嘉鉄水源地 (喜界町上嘉鉄墓家前2144) 原水

小野津第２水源 小野津第２水源地　（喜界町小野津目黒原726-2） 原水

志戸桶第３水源 志戸桶第３水源地　（喜界町志戸桶志り原87-1） 原水

伊実久水源 伊実久水源地（喜界町伊実久下田35） 原水

中里水源 中里水源地 (喜界町中里志良957) 原水

新中里水源 新中里水源地 (喜界町中里志良958) 原水

滝川水源 滝川水源地 (喜界町滝川山之上1889) 原水

島中水源 島中水源地 (喜界町島中前ノキシ1443) 原水

大朝戸水源 大朝戸水源地 (喜界町大朝戸前ヤ710) 原水

中熊水源 中熊水源地 (喜界町中熊平栄田438) 原水

新中熊水源 新中熊水源地 (喜界町中熊袋263-2) 原水

南部地区簡易水道

東部地区簡易水道

西部地区簡易水道

① 浄水 給水栓（蛇口） 
浄水の毎月・毎日検査の採水地点については、各配水池系統末端の給水栓で実施します。 
各地区より１４ヶ所（下表採水地点一覧・別紙位置図）を選定し実施します。 

事業名 配水系統 採水地点 区分 

川嶺地区簡易水道 川嶺浄水場配水池系 川嶺地区旧公民館 浄水 

南部地区簡易水道
南部浄水場配水池系 荒木地区公民館 浄水 

南部浄水場配水池系 上嘉鉄西地区ゲートボール場 浄水 

南部浄水場配水池系 蒲生地区公民館 浄水 

東部地区簡易水道

東部浄水場配水池系 白水地区公民館 浄水 

東部浄水場配水池系 阿伝地区公民館 浄水 

東部浄水場配水池系 佐手久地区公民館 浄水 

東部浄水場配水池系 坂嶺地区公民館 浄水 

西部地区簡易水道

西部浄水場配水池系 営農支援センター 浄水 

西部浄水場配水池系 中里地区公民館 浄水 

西部浄水場配水池系 羽里地区公民館 浄水 

赤連配水池(SUS)系 池治浜海水浴場ビーチハウス 浄水 

滝川浄水場系 島中地区公民館 浄水 

大朝戸配水池系 先内地区公民館 浄水 



５．水質検査方法（自己／委託の区分） 
検査方法は「水質基準関する省令の規程に基づき厚生労働大臣が定める方法」（平成１５年厚 

生労働省告示第２６１号）により行います。 
水質検査は、毎日行う検査以外は、水道法第２０条第３項による厚生労働大臣登録検査機関に

委託して行います。 

６．臨時の水質検査 
  臨時の水質検査については「水質基準に関する省令の制定及び水道法施行規則の一部改正等並

びに水道水質管理における留意事項について」定められる、下記における水質等の変化及び異常
が認められた場合に、臨時の水質検査を行います。 
（１）水源の水質が著しく悪化したとき 
（２）水源に異常があったとき 
（３）水源付近、給水区域及びその周辺等において消化器系感染症が流行しているとき 
（４）浄水過程に異常があったとき 
（５）配水管の大規模な工事その他水道施設が著しく汚染されたおそれがあるとき 
（６）その他特に必要があると認められたとき 

７．水質計画及び検査結果の公表 
水質検査計画に基づき水質検査をおこないますが、水質検査計画、水質検査の結果につきまして

は、喜界町のホームページ（http://www.town.kikai.lg.jp/）で公表いたします。 

８．水質検査の精度と信頼性保証 
水質基準への適合を確認するための水質検査は、需用者の皆様が直接口にされる水道水の安全性

を確認するための検査であり、同時に水質管理の総体を評価する検査であることから、正確で精度
の高いものでなければなりません。 

従って、水質検査を委託する検査機関は、国際規格であるISO9001とISO／IEC17025の一部をモ
デルとして策定された日本水道協会の優良試験所規範（水道GLP）の認定を受けている機関である
こととします。更に、公正な第三者機関による外部精度管理（国や県等で行う評価試験）を受け精
度が良好に保たれていると評価された機関であることとします。 



９．その他（関係機関との連携） 
（１）県との連携 

水質管理等に際して問題が生じた場合には所轄の保健所等の指導･助言を受けるなど、より一 
層関係を密にしていきます。 特に水源での水質事故が発生した場合、あるいは地震、水害等 
の自然災害により正常な給水が困難となった場合など緊急事態が生じたときには、連携を強化 
して適切に対処していきます。  

（２）水質検査の委託先との連携    
水質に関する専門知識とノウハウを有する厚生労働大臣の登録を受けた検査機関から得る情報 
等は大変有益であるとともに、非常時に即時対応できる体制を確立する上でも検査機関との連 
携は最重要であることから、今後においても、連絡調整を密にして適切な水質管理ができるよ 
うしていきます。 

水道事業体 
（喜界町水環境課）

水道使用者（住民等）
からの問い合わせ

自然災害・事故の発
生水質異常の確認 

指定工事店 
検針委託者 鹿児島県 

名瀬保健所 

水質検査機関 
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別表－原２　　クリプトスポリジウム等の検査

事業名 種別 レベル 施設整備 検査 回／年

川嶺地区簡易水道 地下水 レベル１ － ４回

地下水 レベル１ － ４回

地下水 レベル１ － ４回

地下水 レベル１ － ４回

湧水 レベル３ 整備済み
１回
１回

湧水 レベル３ 整備済み
１回
１回

地下水 レベル１ － ４回

湧水 レベル３ 整備中
１２回
　４回

湧水 レベル３ 整備中
１２回
　４回

湧水 レベル３ 整備中
１２回
　４回

地下水 レベル１ － ４回

地下水 レベル１ － ４回

地下水 レベル１ － ４回

地下水 レベル１ － ４回

＊１ ： レベルについて（汚染のおそれの判断）

レベル 指標菌

レベル４

レベル３

レベル２

レベル１ 汚染の可能性が低い

指標菌とは，大腸菌，嫌気性芽胞菌のことをいい。いずれかの指標菌が検出された場合を「検出」とします。

＊２ ：施設整備について・・・レベル４ ， ３の施設について，下記の施設が整備されている場合を「済み」とします。

レベル

レベル４

レベル３ 

＊３ ：原水の検査について・・・汚染のレベル及び施設の整備状況に応じて，下記の頻度で検査を実施することとなっています。

レベル 施設整備

レベル２ －  指標菌検査 1回以上／３ ヶ月

レベル１ －
原水の水質検査 1回／年

井戸内部の撮影 1回／３年

レベル３ 施設整備中
クリプトスポリジウム等検査 1回以上／３ ヶ月

指標菌検査 1回以上／１ ヶ月

・上記設備又は紫外線処理設備

検査項目 検査頻度

レベル４ 整備済み
クリプトスポリジウム等検査 １回以上／年

指標菌検査 １回以上／年

・ろ過設備（急速ろ過，緩速ろ過，膜ろ過） を整備し，ろ過池出口の濁度を0． 1度
　以下で常時監視（高感度濁度計整備）

指標菌

水源種別 汚染のおそれ

検出
表流水（河川水，湖沼水，ダム水） 汚染のおそれが高い

地下水（伏流水，湧水，浅井戸，深井戸） 汚染のおそれがある

不検出
被圧地下水以外 当面、汚染の可能性が低い

 被圧地下水のみ（主に深井戸）

施設整備

西部地区簡易水道

滝川水源
指標菌
クリプトスポリジウム等

島中水源
指標菌
クリプトスポリジウム等

大朝戸水源
指標菌
クリプトスポリジウム等

中里水源 指標菌

新中熊水源

新中里水源 指標菌

中熊水源 指標菌

東部地区感水道

伊実久水源
指標菌
クリプトスポリジウム等

小野津第２水源
指標菌
クリプトスポリジウム等

志戸桶第３水源 指標菌

水源名 原水検査項目

川嶺水源 指標菌

南部地区簡易水道

荒木第２水源 指標菌

荒木第３水源 指標菌

上嘉鉄水源 指標菌



別表－原１　　原水の検査項目と検査頻度

1 川嶺地区簡易水道 川嶺 硝酸・硬度
指標

硝酸・硬度
硝酸・硬度 39

指標
硝酸・硬度

硝酸・硬度 硝酸・硬度
指標

硝酸・硬度
硝酸・硬度 硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

硝酸・硬度

2 荒木第２ 硝酸・硬度
指標

硝酸・硬度
硝酸・硬度 39

指標
硝酸・硬度

硝酸・硬度 硝酸・硬度
指標

硝酸・硬度
硝酸・硬度 硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

硝酸・硬度

3 荒木第３ 硝酸・硬度
指標

硝酸・硬度
硝酸・硬度 39

指標
硝酸・硬度

硝酸・硬度 硝酸・硬度
指標

硝酸・硬度
硝酸・硬度 硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

硝酸・硬度

4 上嘉鉄 硝酸・硬度
指標

硝酸・硬度
硝酸・硬度 39

指標
硝酸・硬度

硝酸・硬度 硝酸・硬度
指標

硝酸・硬度
硝酸・硬度 硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

硝酸・硬度

5 伊実久 硝酸・硬度 硝酸・硬度 硝酸・硬度 39 硝酸・硬度
クリプト
指標

硝酸・硬度
硝酸・硬度 硝酸・硬度 硝酸・硬度 硝酸・硬度 硝酸・硬度 硝酸・硬度

6 小野津第２ 硝酸・硬度 硝酸・硬度 硝酸・硬度 39 硝酸・硬度
クリプト
指標

硝酸・硬度
硝酸・硬度 硝酸・硬度 硝酸・硬度 硝酸・硬度 硝酸・硬度 硝酸・硬度

7 志戸桶第３ 硝酸・硬度
指標

硝酸・硬度
硝酸・硬度 39

指標
硝酸・硬度

硝酸・硬度 硝酸・硬度
指標

硝酸・硬度
硝酸・硬度 硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

硝酸・硬度

8 滝川
クリプト
指標

硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

クリプト
指標
39

指標
硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

クリプト
指標

硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

クリプト
指標

硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

9 島中
クリプト
指標

硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

クリプト
指標
39

指標
硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

クリプト
指標

硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

クリプト
指標

硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

10 大朝戸
クリプト
指標

硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

クリプト
指標
39

指標
硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

クリプト
指標

硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

クリプト
指標

硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

11 中里 硝酸・硬度
指標

硝酸・硬度
硝酸・硬度 39

指標
硝酸・硬度

硝酸・硬度 硝酸・硬度
指標

硝酸・硬度
硝酸・硬度 硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

硝酸・硬度

12 新中里 硝酸・硬度
指標

硝酸・硬度
硝酸・硬度 39

指標
硝酸・硬度

硝酸・硬度 硝酸・硬度
指標

硝酸・硬度
硝酸・硬度 硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

硝酸・硬度

13 中熊 硝酸・硬度
指標

硝酸・硬度
硝酸・硬度 39

指標
硝酸・硬度

硝酸・硬度 硝酸・硬度
指標

硝酸・硬度
硝酸・硬度 硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

硝酸・硬度

14 新中熊 硝酸・硬度
指標

硝酸・硬度
硝酸・硬度 39

指標
硝酸・硬度

硝酸・硬度 硝酸・硬度
指標

硝酸・硬度
硝酸・硬度 硝酸・硬度

指標
硝酸・硬度

硝酸・硬度

番号

南部地区簡易水道

事業名　 水源名

東部地区簡易水道

西部地区簡易水道

３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ２月１１月 １２月 １月９月 １０月



別表－原３　　原水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 南部　荒木第２水源（旧）

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 1

2 大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 2

3 カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 3

4 水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 4

5 セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 5

6 鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 6

7 ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 7

8 六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 8

9 亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 9

10 シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇 10

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

12 フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 12

13 ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇 13

14 四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 14

15 １，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 15

16 シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 16

17 ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 17

18 テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 18

19 トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 19

20 ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 20

21 塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 21

22 クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 22

23 クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 23

24 ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 24

25 ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 25

26 臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 － － － － － － － － － － － － 26

27 総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 27

28 トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 28

29 ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 29

30 ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 30

31 ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 31

32 亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 32

33 アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 33

34 鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 34

35 銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 35

36 ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 36

37 マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 37

38 塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 38

39 カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 39

40 蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 40

41 陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 41

42 ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 42

43 ２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 43

44 非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 44

45 フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 45

46 有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 46

47 ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 47

48 味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × － － － － － － － － － － － － 48

49 臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 49

50 色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 50

51 濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 51

※ 大腸菌（指標菌） MPN/100mL レベル２ × × 〇 〇 〇 〇 ※

※ 嫌気性芽胞菌（指標菌） /100mL レベル２ × × 〇 〇 〇 〇 ※

※ クリプトスポリジウム /10L レベル２ × × － － － － － － － － － － － － ※

※ ジアルジア /10L レベル２ × × － － － － － － － － － － － － ※
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※ H15.10.10 健水発1010001(H25.3.28改) 水質基準に関する省令の制定及び水道法施行規則の一部改正等並びに水道水質管理における留意事項について　第４ その他留意事項 ２ 原水に係る水質検査の実施について　参照 ※

注2 注2

注3 注3

注4 注4

注5 注5

注6 注6

注7 注7

※1 海水を原水とする場合は不可。 ※1

※2 塗りつぶしは上記 ※印表記とレベル２につき不要項目 ※2

☆ ☆

番号 水質基準項目 水質基準値 法定検査回数
検査回数の減

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

番号
実施検査回数（〇）

条件

原因藻類発生時期
に
1回以上／月

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回まで検
査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

（原水）
省略の可否

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，
省略可能。

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

原水　南部　検査項目・頻度



別表－原３　　原水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 南部　荒木第３水源（新）

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 1

大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 2

カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 3

水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 4

セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 5

鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 6

ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 7

六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 8

亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 9

シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇 10

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 12

ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇 13

四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 14

１，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 15

シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 16

ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 17

テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 18

トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 19

ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 20

塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 21

クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 22

クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 23

ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 24

ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 25

臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 － － － － － － － － － － － － 26

総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 27

トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 28

ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 29

ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 30

ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 31

亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 32

アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 33

鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 34

銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 35

ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 36

マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 37

塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 38

カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 39

蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 40

陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 41

ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 42

２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 43

非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 44

フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 45

有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 46

ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 47

味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × － － － － － － － － － － － － 48

臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 49

色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 50

濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 51

大腸菌（指標菌） MPN/100mL レベル２ × × 〇 〇 〇 〇 ※

嫌気性芽胞菌（指標菌） /100mL レベル２ × × 〇 〇 〇 〇 ※

クリプトスポリジウム /10L レベル２ × × － － － － － － － － － － － － ※

ジアルジア /10L レベル２ × × － － － － － － － － － － － － ※
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H15.10.10 健水発1010001(H25.3.28改) 水質基準に関する省令の制定及び水道法施行規則の一部改正等並びに水道水質管理における留意事項について　第４ その他留意事項 ２ 原水に係る水質検査の実施について　参照 ※

注2

注3

注4

注5

注6

注7

海水を原水とする場合は不可。 ※1

塗りつぶしは上記 ※印表記とレベル２につき不要項目 ※2

☆

（原水）

水質基準項目 水質基準値 法定検査回数

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回まで検
査頻度を減らすことが可能。

検査回数の減 省略の可否

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，
省略可能。

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

実施検査回数（〇）

条件

原因藻類発生時期
に
1回以上／月

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

番号

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

原水　南部　検査項目・頻度



別表－原３　　原水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 南部　上嘉鉄水源

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇

大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇

カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇

シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇

四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

１，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 － － － － － － － － － － － －

総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇

２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇

非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × － － － － － － － － － － － －

臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

大腸菌（指標菌） MPN/100mL レベル２ × × 〇 〇 〇 〇

嫌気性芽胞菌（指標菌） /100mL レベル２ × × 〇 〇 〇 〇

クリプトスポリジウム /10L レベル２ × × － － － － － － － － － － － －

ジアルジア /10L レベル２ × × － － － － － － － － － － － －
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海水を原水とする場合は不可。

塗りつぶしは上記 ※印表記とレベル２につき不要項目

（原水）

水質基準項目 水質基準値 法定検査回数
検査回数の減 省略の可否

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，
省略可能。

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

実施検査回数（〇）

条件

原因藻類発生時期
に
1回以上／月

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回まで検
査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

原水　南部　検査項目・頻度



別表－原３　　原水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 川嶺　川嶺水源

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇

2 大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇

3 カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

4 水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

5 セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

6 鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

7 ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

8 六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

9 亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇

10 シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12 フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

13 ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇

14 四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

15 １，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

16 シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

17 ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

18 テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

19 トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

20 ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

21 塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

22 クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

23 クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 q × － － － － － － － － － － － －

24 ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

25 ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

26 臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 － － － － － － － － － － － －

27 総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

28 トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

29 ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

30 ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

31 ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

32 亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

33 アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

34 鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

35 銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

36 ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

37 マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

38 塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

39 カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

40 蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

41 陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

42 ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇

43 ２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇

44 非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

45 フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

46 有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

47 ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

48 味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × － － － － － － － － － － － －

49 臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

50 色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

51 濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

※ 大腸菌（指標菌） MPN/100mL レベル２ × × 〇 〇 〇 〇

※ 嫌気性芽胞菌（指標菌） /100mL レベル２ × × 〇 〇 〇 〇

※ クリプトスポリジウム /10L レベル２ × × － － － － － － － － － － － －

※ ジアルジア /10L レベル２ × × － － － － － － － － － － － －

2 2 2 39 2 2 2 2 2 2 2 2
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注2

注3

注4

注5

注6

注7

※1 海水を原水とする場合は不可。

※2 塗りつぶしは上記 ※印表記とレベル２につき不要項目

☆

（原水）

番号 水質基準項目 水質基準値 法定検査回数
検査回数の減 実施検査回数（〇）

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回まで検
査頻度を減らすことが可能。

原因藻類発生時期
に
1回以上／月

省略の可否

条件

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，
省略可能。

原水　川嶺　検査項目・頻度



別表－原３　　原水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 東部　伊実久水源

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 1

2 大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 2

3 カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 3

4 水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 4

5 セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 5

6 鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 6

7 ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 7

8 六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 8

9 亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 9

10 シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇 10

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

12 フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 12

13 ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇 13

14 四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 14

15 １，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 15

16 シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 16

17 ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 17

18 テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 18

19 トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 19

20 ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 20

21 塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 21

22 クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 22

23 クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 23

24 ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 24

25 ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 25

26 臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 － － － － － － － － － － － － 26

27 総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 27

28 トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 28

29 ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 29

30 ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 30

31 ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 31

32 亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 32

33 アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 33

34 鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 34

35 銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 35

36 ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 36

37 マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 37

38 塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 38

39 カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 39

40 蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 40

41 陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 41

42 ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 42

43 ２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 43

44 非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 44

45 フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 45

46 有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 46

47 ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 47

48 味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × － － － － － － － － － － － － 48

49 臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 49

50 色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 50

51 濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 51

※ 大腸菌（指標菌） MPN/100mL レベル３　整備済み × × 〇 ※

※ 嫌気性芽胞菌（指標菌） /100mL レベル３　整備済み × × 〇 ※

※ クリプトスポリジウム /10L レベル３　整備済み × × 〇 ※

※ ジアルジア /10L レベル３　整備済み × × 〇 ※
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※ H15.10.10 健水発1010001(H25.3.28改) 水質基準に関する省令の制定及び水道法施行規則の一部改正等並びに水道水質管理における留意事項について　第４ その他留意事項 ２ 原水に係る水質検査の実施について　参照 ※

注2 注2

注3 注3

注4 注4

注5 注5

注6 注6

注7 注7

※1 海水を原水とする場合は不可。 ※1

※2 塗りつぶしは上記 ※印表記とレベル２につき不要項目 ※2

☆ ☆

（原水）

番号 水質基準項目 水質基準値 法定検査回数
検査回数の減 省略の可否 実施検査回数（〇）

原因藻類発生時期
に
1回以上／月

番号
条件

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回まで検
査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，
省略可能。

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

原水　東部　検査項目・頻度



別表－原３　　原水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 東部　小野津第２水源

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 1

大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 2

カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 3

水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 4

セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 5

鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 6

ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 7

六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 8

亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 9

シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇 10

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 12

ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇 13

四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 14

１，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 15

シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 16

ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 17

テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 18

トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 19

ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 20

塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 21

クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 22

クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 23

ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 24

ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 25

臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 － － － － － － － － － － － － 26

総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 27

トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 28

ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 29

ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 30

ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 31

亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 32

アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 33

鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 34

銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 35

ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 36

マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 37

塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 38

カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 39

蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 40

陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 41

ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 42

２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 43

非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 44

フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 45

有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 46

ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 47

味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × － － － － － － － － － － － － 48

臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 49

色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 50

濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 51

大腸菌（指標菌） MPN/100mL レベル３　整備済み × × 〇 ※

嫌気性芽胞菌（指標菌） /100mL レベル３　整備済み × × 〇 ※

クリプトスポリジウム /10L レベル３　整備済み × × 〇 ※

ジアルジア /10L レベル３　整備済み × × 〇 ※

2 2 2 39 2 2 2 2 2 2 2 2

H15.10.10 健水発1010001(H25.3.28改) 水質基準に関する省令の制定及び水道法施行規則の一部改正等並びに水道水質管理における留意事項について　第４ その他留意事項 ２ 原水に係る水質検査の実施について　参照 ※

注2

注3

注4

注5

注6

注7

海水を原水とする場合は不可。 ※1

塗りつぶしは上記 ※印表記とレベル２につき不要項目 ※2

☆

（原水）

原因藻類発生時期
に
1回以上／月

実施検査回数（〇）
番号水質基準項目 水質基準値 法定検査回数

検査回数の減 省略の可否

条件

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回まで検
査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，
省略可能。

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

原水　東部　検査項目・頻度



別表－原３　　原水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 東部　志戸桶第３水源

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇

大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇

カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇

シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇

四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

１，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 － － － － － － － － － － － －

総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇

２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇

非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × － － － － － － － － － － － －

臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

大腸菌（指標菌） MPN/100mL レベル２ × × 〇 〇 〇 〇

嫌気性芽胞菌（指標菌） /100mL レベル２ × × 〇 〇 〇 〇

クリプトスポリジウム /10L レベル２ × × － － － － － － － － － － － －

ジアルジア /10L レベル２ × × － － － － － － － － － － － －
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H15.10.10 健水発1010001(H25.3.28改) 水質基準に関する省令の制定及び水道法施行規則の一部改正等並びに水道水質管理における留意事項について　第４ その他留意事項 ２ 原水に係る水質検査の実施について　参照

海水を原水とする場合は不可。

塗りつぶしは上記 ※印表記とレベル２につき不要項目

（原水）
省略の可否

原因藻類発生時期
に
1回以上／月

水質基準項目 水質基準値 法定検査回数
実施検査回数（〇）

条件

検査回数の減

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回まで検
査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，
省略可能。

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

原水　東部　検査項目・頻度



別表－原３　　原水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 西部　滝川水源

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 1

2 大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 2

3 カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 3

4 水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 4

5 セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 5

6 鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 6

7 ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 7

8 六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 8

9 亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 9

10 シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇 10

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

12 フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 12

13 ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇 13

14 四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 14

15 １，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 15

16 シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 16

17 ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 17

18 テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 18

19 トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 19

20 ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 20

21 塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 21

22 クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 22

23 クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 23

24 ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 24

25 ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 25

26 臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 － － － － － － － － － － － － 26

27 総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 27

28 トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 28

29 ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 29

30 ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 30

31 ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 31

32 亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 32

33 アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 33

34 鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 34

35 銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 35

36 ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 36

37 マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 37

38 塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 38

39 カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 39

40 蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 40

41 陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 41

42 ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 42

43 ２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 43

44 非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 44

45 フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 45

46 有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 46

47 ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 47

48 味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × － － － － － － － － － － － － 48

49 臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 49

50 色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 50

51 濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 51

※ 大腸菌（指標菌） MPN/100mL レベル３　整備中 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

※ 嫌気性芽胞菌（指標菌） /100mL レベル３　整備中 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

※ クリプトスポリジウム /10L レベル３　整備中 × × 〇 〇 〇 〇 ※

※ ジアルジア /10L レベル３　整備中 × × 〇 〇 〇 〇 ※
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注2 注2

注3 注3

注4 注4

注5 注5

注6 注6

注7 注7

※1 海水を原水とする場合は不可。 ※1

※2 塗りつぶしは上記 ※印表記とレベル２につき不要項目 ※2

☆ ☆

（原水）

番号 水質基準項目 水質基準値 法定検査回数
検査回数の減 省略の可否 実施検査回数（〇）

原因藻類発生時期
に
1回以上／月

番号

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，
省略可能。

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回まで検
査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

条件

原水　西部　検査項目・頻度



別表－原３　　原水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 西部　島中水源

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 1

大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 2

カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 3

水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 4

セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 5

鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 6

ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 7

六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 8

亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 9

シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇 10

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 12

ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇 13

四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 14

１，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 15

シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 16

ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 17

テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 18

トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 19

ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 20

塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 21

クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 22

クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 23

ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 24

ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 25

臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 － － － － － － － － － － － － 26

総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 27

トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 28

ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 29

ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 30

ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 31

亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 32

アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 33

鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 34

銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 35

ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 36

マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 37

塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 38

カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 39

蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 40

陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 41

ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 42

２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 43

非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 44

フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 45

有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 46

ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 47

味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × － － － － － － － － － － － － 48

臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 49

色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 50

濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 51

大腸菌（指標菌） MPN/100mL レベル３　整備中 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

嫌気性芽胞菌（指標菌） /100mL レベル３　整備中 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

クリプトスポリジウム /10L レベル３　整備中 × × 〇 〇 〇 〇 ※

ジアルジア /10L レベル３　整備中 × × 〇 〇 〇 〇 ※
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注2

注3

注4

注5

注6

注7

海水を原水とする場合は不可。 ※1

塗りつぶしは上記 ※印表記とレベル２につき不要項目 ※2

☆

（原水）

条件

原因藻類発生時期
に
1回以上／月

実施検査回数（〇）
番号水質基準項目 水質基準値 法定検査回数

検査回数の減 省略の可否

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，
省略可能。

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回まで検
査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

原水　西部　検査項目・頻度



別表－原３　　原水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 西部　大朝戸水源

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 1

大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 2

カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 3

水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 4

セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 5

鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 6

ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 7

六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 8

亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 9

シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇 10

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 12

ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇 13

四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 14

１，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 15

シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 16

ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 17

テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 18

トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 19

ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 20

塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 21

クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 22

クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 23

ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 24

ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 25

臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 － － － － － － － － － － － － 26

総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 27

トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 28

ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 29

ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 30

ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 31

亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 32

アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 33

鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 34

銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 35

ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 36

マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 37

塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 38

カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 39

蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 40

陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 41

ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 42

２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 43

非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 44

フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 45

有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 46

ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 47

味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × － － － － － － － － － － － － 48

臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 49

色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 50

濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 51

大腸菌（指標菌） MPN/100mL レベル３　整備中 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

嫌気性芽胞菌（指標菌） /100mL レベル３　整備中 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

クリプトスポリジウム /10L レベル３　整備中 × × 〇 〇 〇 〇 ※

ジアルジア /10L レベル３　整備中 × × 〇 〇 〇 〇 ※
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注2

注3

注4

注5

注6

注7

海水を原水とする場合は不可。 ※1

塗りつぶしは上記 ※印表記とレベル２につき不要項目 ※2

☆

（原水）

条件

原因藻類発生時期
に
1回以上／月

水質基準項目 水質基準値 法定検査回数
検査回数の減

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，
省略可能。

番号

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回まで検
査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

省略の可否 実施検査回数（〇）

原水　西部　検査項目・頻度



別表－原３　　原水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 西部　中里水源

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 1

大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 2

カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 3

水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 4

セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 5

鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 6

ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 7

六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 8

亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 9

シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇 10

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 12

ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇 13

四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 14

１，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 15

シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 16

ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 17

テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 18

トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 19

ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 20

塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 21

クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 22

クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 23

ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 24

ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 25

臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 － － － － － － － － － － － － 26

総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 27

トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 28

ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 29

ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 30

ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 31

亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 32

アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 33

鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 34

銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 35

ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 36

マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 37

塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 38

カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 39

蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 40

陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 41

ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 42

２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 43

非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 44

フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 45

有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 46

ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 47

味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × － － － － － － － － － － － － 48

臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 49

色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 50

濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 51

大腸菌（指標菌） MPN/100mL レベル２ × × 〇 〇 〇 〇 ※

嫌気性芽胞菌（指標菌） /100mL レベル２ × × 〇 〇 〇 〇 ※

クリプトスポリジウム /10L レベル２ × × － － － － － － － － － － － － ※

ジアルジア /10L レベル２ × × － － － － － － － － － － － － ※
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注2

注3

注4

注5

注6

注7

海水を原水とする場合は不可。 ※1

塗りつぶしは上記 ※印表記とレベル２につき不要項目 ※2

☆

水質基準項目 水質基準値 法定検査回数
検査回数の減 省略の可否

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

実施検査回数（〇）

条件

原因藻類発生時期
に
1回以上／月

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回まで検
査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

（原水）

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，
省略可能。

番号

原水　西部　検査項目・頻度



別表－原３　　原水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 西部　新中里水源

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 1

大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 2

カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 3

水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 4

セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 5

鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 6

ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 7

六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 8

亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 9

シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇 10

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 12

ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇 13

四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 14

１，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 15

シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 16

ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 17

テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 18

トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 19

ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 20

塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 21

クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 22

クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 23

ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 24

ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 25

臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 － － － － － － － － － － － － 26

総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 27

トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 28

ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 29

ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 30

ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 31

亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 32

アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 33

鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 34

銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 35

ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 36

マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 37

塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 38

カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 39

蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 40

陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 41

ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 42

２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 43

非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 44

フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 45

有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 46

ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 47

味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × － － － － － － － － － － － － 48

臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 49

色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 50

濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 51

大腸菌（指標菌） MPN/100mL レベル２ × × 〇 〇 〇 〇 ※

嫌気性芽胞菌（指標菌） /100mL レベル２ × × 〇 〇 〇 〇 ※

クリプトスポリジウム /10L レベル２ × × － － － － － － － － － － － － ※

ジアルジア /10L レベル２ × × － － － － － － － － － － － － ※
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注2

注3

注4

注5

注6

注7

海水を原水とする場合は不可。 ※1

塗りつぶしは上記 ※印表記とレベル２につき不要項目 ※2

☆

番号

（原水）

水質基準項目 水質基準値 法定検査回数
検査回数の減 省略の可否 実施検査回数（〇）

条件

原因藻類発生時期
に
1回以上／月

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回まで検
査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，
省略可能。

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

原水　西部　検査項目・頻度



別表－原３　　原水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 西部　中熊水源

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 1

大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 2

カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 3

水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 4

セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 5

鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 6

ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 7

六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 8

亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 9

シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇 10

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 12

ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇 13

四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 14

１，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 15

シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 16

ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 17

テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 18

トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 19

ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 20

塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 21

クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 22

クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 23

ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 24

ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 25

臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 － － － － － － － － － － － － 26

総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 27

トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 28

ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 29

ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 30

ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － － 31

亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 32

アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 33

鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 34

銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 35

ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 36

マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 37

塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 38

カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 39

蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 40

陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 41

ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 42

２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 43

非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 44

フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 45

有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 46

ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 47

味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × － － － － － － － － － － － － 48

臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 49

色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 50

濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 51

大腸菌（指標菌） MPN/100mL レベル２ × × 〇 〇 〇 〇 ※

嫌気性芽胞菌（指標菌） /100mL レベル２ × × 〇 〇 〇 〇 ※

クリプトスポリジウム /10L レベル２ × × － － － － － － － － － － － － ※

ジアルジア /10L レベル２ × × － － － － － － － － － － － － ※
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注2

注3

注4

注5

注6

注7

海水を原水とする場合は不可。 ※1

塗りつぶしは上記 ※印表記とレベル２につき不要項目 ※2

☆

（原水）

水質基準項目 水質基準値 法定検査回数

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，
省略可能。

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

検査回数の減 省略の可否 実施検査回数（〇）

条件

原因藻類発生時期
に
1回以上／月

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回まで検
査頻度を減らすことが可能。

番号

原水　西部　検査項目・頻度



別表－原３　　原水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 西部　新中熊水源

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇

大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇

カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇

シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇

四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

１，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 － － － － － － － － － － － －

総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × － － － － － － － － － － － －

亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇

２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇

非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × － － － － － － － － － － － －

臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇

大腸菌（指標菌） MPN/100mL レベル２ × × 〇 〇 〇 〇

嫌気性芽胞菌（指標菌） /100mL レベル２ × × 〇 〇 〇 〇

クリプトスポリジウム /10L レベル２ × × － － － － － － － － － － － －

ジアルジア /10L レベル２ × × － － － － － － － － － － － －
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H15.10.10 健水発1010001(H25.3.28改) 水質基準に関する省令の制定及び水道法施行規則の一部改正等並びに水道水質管理における留意事項について　第４ その他留意事項 ２ 原水に係る水質検査の実施について　参照

海水を原水とする場合は不可。

塗りつぶしは上記 ※印表記とレベル２につき不要項目

実施検査回数（〇）

条件

原因藻類発生時期
に
1回以上／月

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回まで検
査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，
省略可能。

（原水）

水質基準項目 水質基準値 法定検査回数
検査回数の減 省略の可否

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

原水　西部　検査項目・頻度



別表－浄１　　浄水の検査項目と検査頻度

1 川嶺浄水場配水池系 川嶺
9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋3
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

51
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋3
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋3
毎日

2 荒木
9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋4
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

51
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋4
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋4
毎日

3 上嘉鉄
9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

4 蒲生
9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋4
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

51
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋4
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋4
毎日

5 阿伝
9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋3
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

51
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋3
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋3
毎日

6 白水
9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

7 佐手久
9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

9
毎日

8 坂嶺
9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋3
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

51
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋3
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋3
毎日

9 西部浄水場配水池系 中里
9＋2
毎日

9＋2
毎日

51
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

51
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

51
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

51
毎日

10 水天宮(湾)配水池系 湾
9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋５
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

51
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋５
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋５
毎日

11 赤連配水池(SUS)系 池治
9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋3
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

51
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋3
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋3
毎日

12 赤連配水池(RC)系 羽里
9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋3
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

51
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋3
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋3
毎日

13 滝川浄水場系 滝川
9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋3
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

51
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋3
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋3
毎日

14 大朝戸配水池系 中熊
9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋3
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

51
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋3
毎日

9＋2
毎日

9＋2
毎日

23＋3
毎日

東部浄水場配水池系

南部浄水場配水池系

番号 １２月配水系統 地区名 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月



別表－浄２　　浄水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 南部　南部浄水場配水池系（荒木） 荒木地区公民館

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1

2 大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 2

3 カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 3

4 水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 4

5 セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 5

6 鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 6

7 ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 7

8 六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 8

9 亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 9

10 シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 10

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

12 フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 12

13 ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇 13

14 四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 14

15 １，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 15

16 シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 16

17 ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 17

18 テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 18

19 トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 19

20 ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 20

21 塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 21

22 クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 22

23 クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 23

24 ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 24

25 ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 25

26 臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 〇 〇 〇 〇 26

27 総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 27

28 トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 28

29 ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 29

30 ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 30

31 ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 31

32 亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 32

33 アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 33

34 鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 34

35 銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 35

36 ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 36

37 マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 37

38 塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 38

39 カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 39

40 蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 40

41 陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 41

42 ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 42

43 ２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 43

44 非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 44

45 フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 45

46 有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 46

47 ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 47

48 味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 48

49 臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 49

50 色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 50

51 濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 51

※ 色 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

※ 濁り 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

※ 残留塩素 0.１ mg/L以上 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

11 11 27 11 11 51 11 11 27 11 11 27

注2 注2

注3 注3

注4 注4

注5 注5

注6 注6

注7 注7

※1 海水を原水とする場合は不可。 ※1

※2 9項目 消毒11項目 23項目 追加項目 ※2

☆ ☆

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合
は，省略可能。

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

番号 水質基準項目 水質基準値 法定検査回数
検査回数の減

（浄水）

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

省略の可否
番号

実施検査回数（〇）

条件

原因藻類発生時期に
1回以上／月

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回ま
で検査頻度を減らすことが可能。

浄水　南部　検査項目・頻度



別表－浄２　　浄水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 南部　南部浄水場配水池系（上嘉鉄）上嘉鉄西地区ゲートボール場

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1

大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 2

カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 3

水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 4

セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 5

鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 6

ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 7

六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 8

亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 9

シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 10

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 11

フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 12

ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 13

四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 14

１，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 15

シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 16

ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 17

テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 18

トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 19

ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 20

塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 21

クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 22

クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 23

ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 24

ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 25

臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 26

総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 27

トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 28

ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 29

ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 30

ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 31

亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 32

アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 33

鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 34

銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 35

ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 36

マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 37

塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 38

カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 39

蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 40

陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 41

ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 42

２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 43

非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 44

フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 45

有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 46

ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 47

味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 48

臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 49

色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 50

濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 51

色 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

濁り 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

残留塩素 0.１ mg/L以上 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

注2

注3

注4

注5

注6

注7

海水を原水とする場合は不可。 ※1

9項目 消毒11項目 23項目 追加項目 ※2

☆

条件

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合
は，省略可能。

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

番号

原因藻類発生時期に
1回以上／月

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回ま
で検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

水質基準項目

（浄水）

水質基準値 法定検査回数
検査回数の減 省略の可否 実施検査回数（〇）

浄水　南部　検査項目・頻度



別表－浄２　　浄水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 南部　南部浄水場配水池系（蒲生） 蒲生地区公民館

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇

シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇

ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇

四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

１，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

クロロホルム 0.06 mg/L以下 0 × × 〇 〇 〇 〇

ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 〇 〇 〇 〇

総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇

陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇

２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇

非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇

フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

色 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

濁り 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

残留塩素 0.１ mg/L以上 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

11 11 27 11 11 51 11 11 27 11 11 27

海水を原水とする場合は不可。

9項目 消毒11項目 23項目 追加項目

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合
は，省略可能。

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

法定検査回数
検査回数の減 省略の可否 実施検査回数（〇）

条件

原因藻類発生時期に
1回以上／月

水質基準値水質基準項目

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回ま
で検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

（浄水）

浄水　南部　検査項目・頻度



別表－浄２　　浄水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 川嶺　川嶺浄水場配水池系（川嶺） 川嶺地区旧公民館

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

2 大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

3 カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

4 水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

5 セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

6 鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

7 ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

8 六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

9 亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇

10 シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12 フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

13 ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇

14 四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

15 １，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

16 シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

17 ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

18 テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

19 トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

20 ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

21 塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

22 クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

23 クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

24 ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

25 ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

26 臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 〇 〇 〇 〇

27 総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

28 トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

29 ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

30 ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

31 ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

32 亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

33 アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

34 鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

35 銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

36 ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

37 マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

38 塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

39 カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

40 蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇

41 陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

42 ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇

43 ２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇

44 非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇

45 フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

46 有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

47 ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

48 味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

49 臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

50 色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

51 濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※ 色 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※ 濁り 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※ 残留塩素 0.１ mg/L以上 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

11 11 26 11 11 51 11 11 26 11 11 26

注2

注3

注4

注5

注6

注7

※1 海水を原水とする場合は不可。

※2 9項目 消毒11項目 23項目 追加項目

☆

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

実施検査回数（〇）

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回ま
で検査頻度を減らすことが可能。

原因藻類発生時期に
1回以上／月

省略の可否

条件

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合
は，省略可能。

（浄水）

番号 水質基準項目 水質基準値 法定検査回数
検査回数の減

浄水　川嶺　検査項目・頻度



別表－浄２　　浄水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 東部　東部浄水場配水池系（阿伝） 阿伝地区公民館

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1

2 大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 2

3 カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 3

4 水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 4

5 セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 5

6 鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 6

7 ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 7

8 六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 8

9 亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 9

10 シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 10

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

12 フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 12

13 ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇 13

14 四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 14

15 １，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 15

16 シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 16

17 ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 17

18 テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 18

19 トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 19

20 ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 20

21 塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 21

22 クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 22

23 クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 23

24 ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 24

25 ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 25

26 臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 〇 〇 〇 〇 26

27 総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 27

28 トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 28

29 ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 29

30 ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 30

31 ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 31

32 亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 32

33 アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 33

34 鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 34

35 銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 35

36 ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 36

37 マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 37

38 塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 38

39 カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 39

40 蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 40

41 陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 41

42 ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 42

43 ２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 43

44 非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 44

45 フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 45

46 有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 46

47 ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 47

48 味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 48

49 臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 49

50 色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 50

51 濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 51

※ 色 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

※ 濁り 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

※ 残留塩素 0.１ mg/L以上 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

11 11 26 11 11 51 11 11 26 11 11 26

注2 注2

注3 注3

注4 注4

注5 注5

注6 注6

注7 注7

※1 海水を原水とする場合は不可。 ※1

※2 9項目 消毒11項目 23項目 追加項目 ※2

☆ ☆

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

番号 水質基準項目 水質基準値 法定検査回数

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

省略の可否

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合
は，省略可能。

検査回数の減 実施検査回数（〇）

条件

原因藻類発生時期に
1回以上／月

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回ま
で検査頻度を減らすことが可能。

（浄水）

番号

浄水　東部　検査項目・頻度



別表－浄２　　浄水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 東部　東部浄水場配水池系（白水） 白水地区公民館

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1

大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 2

カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 3

水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 4

セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 5

鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 6

ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 7

六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 8

亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 9

シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 10

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 11

フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 12

ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 13

四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 14

１，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 15

シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 16

ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 17

テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 18

トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 19

ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 20

塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 21

クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 22

クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 23

ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 24

ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 25

臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 26

総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 27

トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 28

ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 29

ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 30

ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 31

亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 32

アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 33

鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 34

銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 35

ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 36

マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 37

塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 38

カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 39

蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 40

陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 41

ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 42

２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 43

非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 44

フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 45

有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 46

ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 47

味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 48

臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 49

色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 50

濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 51

色 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

濁り 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

残留塩素 0.１ mg/L以上 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

注2

注3

注4

注5

注6

注7

海水を原水とする場合は不可。 ※1

9項目 消毒11項目 23項目 追加項目 ※2

☆

番号

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合
は，省略可能。

実施検査回数（〇）

条件

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

（浄水）

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

原因藻類発生時期に
1回以上／月

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回ま
で検査頻度を減らすことが可能。

水質基準項目 水質基準値 法定検査回数
検査回数の減 省略の可否

浄水　東部　検査項目・頻度



別表－浄２　　浄水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 東部　東部浄水場配水池系（佐手久） 佐手久地区公民館

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1

大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 2

カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 3

水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 4

セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 5

鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 6

ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 7

六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 8

亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 9

シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 10

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 11

フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 12

ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 13

四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 14

１，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 15

シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 16

ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 17

テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 18

トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 19

ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 20

塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 21

クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 22

クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 23

ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 24

ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 25

臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 26

総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 27

トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 28

ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 29

ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 30

ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 31

亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 32

アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 33

鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 34

銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 35

ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 36

マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 37

塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 38

カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 39

蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 40

陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 41

ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 42

２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 43

非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 44

フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 45

有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 46

ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 47

味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 48

臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 49

色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 50

濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 51

色 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

濁り 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

残留塩素 0.１ mg/L以上 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

注2

注3

注4

注5

注6

注7

海水を原水とする場合は不可。 ※1

9項目 消毒11項目 23項目 追加項目 ※2

☆

番号水質基準項目 水質基準値 法定検査回数
検査回数の減 省略の可否 実施検査回数（〇）

条件

原因藻類発生時期に
1回以上／月

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回ま
で検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

（浄水）

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合
は，省略可能。

浄水　東部　検査項目・頻度



別表－浄２　　浄水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 東部　東部浄水場配水池系（坂嶺） 坂嶺地区生活館

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇

シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇

四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

１，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 〇 〇 〇 〇

総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇

陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇

２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇

非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇

フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

色 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

濁り 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

残留塩素 0.１ mg/L以上 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

11 11 26 11 11 51 11 11 26 11 11 26

海水を原水とする場合は不可。

9項目 消毒11項目 23項目 追加項目

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合
は，省略可能。

原因藻類発生時期に
1回以上／月

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回ま
で検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

実施検査回数（〇）
水質基準項目 水質基準値 法定検査回数

検査回数の減 省略の可否

条件

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

（浄水）

浄水　東部　検査項目・頻度



別表－浄２　　浄水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 西部　西部浄水場配水池系（中里） 中里地区公民館

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1

2 大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 2

3 カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 3

4 水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 4

5 セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 5

6 鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 〇 〇 〇 6

7 ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 7

8 六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 〇 〇 〇 8

9 亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 9

10 シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 10

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

12 フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 12

13 ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇 〇 〇 〇 13

14 四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 〇 〇 〇 14

15 １，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 〇 〇 〇 15

16 シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 〇 〇 〇 16

17 ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 〇 〇 〇 17

18 テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 〇 〇 〇 18

19 トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 〇 〇 〇 19

20 ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 〇 〇 〇 20

21 塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 21

22 クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 22

23 クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 23

24 ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 24

25 ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 25

26 臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 〇 〇 〇 〇 26

27 総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 27

28 トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 28

29 ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 29

30 ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 30

31 ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 31

32 亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 〇 〇 〇 32

33 アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 〇 〇 〇 33

34 鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 〇 〇 〇 34

35 銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 〇 〇 〇 35

36 ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 36

37 マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 37

38 塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 38

39 カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 39

40 蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 40

41 陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 41

42 ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 〇 〇 〇 42

43 ２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 〇 〇 〇 43

44 非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 44

45 フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 45

46 有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 46

47 ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 47

48 味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 48

49 臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 49

50 色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 50

51 濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 51

※ 色 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

※ 濁り 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

※ 残留塩素 0.１ mg/L以上 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

11 11 51 11 11 51 11 11 51 11 11 51

注2 注2

注3 注3

注4 注4

注5 注5

注6 注6

注7 注7

※1 海水を原水とする場合は不可。 ※1

※2 9項目 消毒11項目 23項目 追加項目 ※2

☆ ☆

原因藻類発生時期に
1回以上／月

番号 水質基準項目 水質基準値 法定検査回数
検査回数の減 省略の可否

（浄水）

条件

実施検査回数（〇）
番号

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回ま
で検査頻度を減らすことが可能。

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合
は，省略可能。

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

浄水　西部　検査項目・頻度



別表－浄２　　浄水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 西部　 水天宮（湾）配水池系（湾）

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1

大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 2

カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 3

水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 4

セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 5

鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 6

ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 7

六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 8

亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 9

シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 10

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 12

ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇 13

四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 14

１，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 15

シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 16

ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 17

テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 18

トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 19

ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 20

塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 21

クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 22

クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 23

ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 24

ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 25

臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 〇 〇 〇 〇 26

総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 27

トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 28

ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 29

ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 30

ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 31

亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 32

アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 33

鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 34

銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 35

ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 36

マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 37

塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 38

カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 39

蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 40

陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 41

ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 42

２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 43

非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 44

フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 45

有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 46

ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 47

味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 48

臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 49

色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 50

濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 51

色 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

濁り 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

残留塩素 0.１ mg/L以上 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

11 11 28 11 11 51 11 11 28 11 11 28

注2

注3

注4

注5

注6

注7

海水を原水とする場合は不可。 ※1

9項目 消毒11項目 23項目 追加項目 ※2

☆

営農支援センター

水質基準項目 水質基準値 法定検査回数
検査回数の減

原因藻類発生時期に
1回以上／月

番号

（浄水）

条件

省略の可否 実施検査回数（〇）

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回ま
で検査頻度を減らすことが可能。

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合
は，省略可能。

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

浄水　西部　検査項目・頻度



別表－浄２　　浄水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 西部　赤連配水池(SUS)系（池冶） 池冶浜海水浴場ビーチハウス

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1

大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 2

カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 3

水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 4

セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 5

鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 6

ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 7

六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 8

亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 9

シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 10

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 12

ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇 13

四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 14

１，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 15

シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 16

ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 17

テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 18

トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 19

ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 20

塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 21

クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 22

クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 23

ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 24

ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 25

臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 〇 〇 〇 〇 26

総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 27

トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 28

ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 29

ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 30

ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 31

亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 32

アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 33

鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 34

銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 35

ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 36

マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 37

塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 38

カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 39

蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 40

陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 41

ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 42

２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 43

非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 44

フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 45

有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 46

ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 47

味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 48

臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 49

色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 50

濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 51

色 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

濁り 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

残留塩素 0.１ mg/L以上 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

11 11 26 11 11 51 11 11 26 11 11 26

注2

注3

注4

注5

注6

注7

海水を原水とする場合は不可。 ※1

9項目 消毒11項目 23項目 追加項目 ※2

☆

原因藻類発生時期に
1回以上／月

水質基準項目 水質基準値
条件

検査回数の減 省略の可否 実施検査回数（〇）
番号法定検査回数

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回ま
で検査頻度を減らすことが可能。

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合
は，省略可能。

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

（浄水）

浄水　西部　検査項目・頻度



別表－浄２　　浄水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 西部　赤連配水池(RC)系（羽里） 羽里地区公民館

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1

大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 2

カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 3

水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 4

セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 5

鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 6

ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 7

六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 8

亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 9

シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 10

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 12

ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇 13

四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 14

１，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 15

シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 16

ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 17

テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 18

トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 19

ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 20

塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 21

クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 22

クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 23

ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 24

ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 25

臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 〇 〇 〇 〇 26

総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 27

トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 28

ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 29

ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 30

ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 31

亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 32

アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 33

鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 34

銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 35

ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 36

マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 37

塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 38

カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 39

蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 40

陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 41

ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 42

２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 43

非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 44

フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 45

有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 46

ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 47

味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 48

臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 49

色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 50

濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 51

色 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

濁り 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

残留塩素 0.１ mg/L以上 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

11 11 26 11 11 51 11 11 26 11 11 26

注2

注3

注4

注5

注6

注7

海水を原水とする場合は不可。 ※1

9項目 消毒11項目 23項目 追加項目 ※2

☆

検査回数の減 省略の可否 実施検査回数（〇）

条件
水質基準項目 水質基準値

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

原因藻類発生時期に
1回以上／月

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回ま
で検査頻度を減らすことが可能。

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合
は，省略可能。

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

番号

（浄水）

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

法定検査回数

浄水　西部　検査項目・頻度



別表－浄２　　浄水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 西部　滝川浄水場系（滝川） 島中地区公民館

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1

大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 2

カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 3

水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 4

セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 5

鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 6

ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 7

六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 8

亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 9

シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 10

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11

フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 12

ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇 13

四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 14

１，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 15

シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 16

ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 17

テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 18

トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 19

ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇 20

塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 21

クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 22

クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 23

ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 24

ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 25

臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 〇 〇 〇 〇 26

総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 27

トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 28

ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 29

ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 30

ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇 31

亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 32

アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 33

鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 34

銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇 35

ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 36

マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 37

塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 38

カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 39

蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 40

陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 41

ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 42

２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇 43

非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 44

フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 45

有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 46

ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 47

味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 48

臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 49

色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 50

濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 51

色 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

濁り 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

残留塩素 0.１ mg/L以上 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ※

11 11 26 11 11 51 11 11 26 11 11 26

注2

注3

注4

注5

注6

注7

海水を原水とする場合は不可。 ※1

9項目 消毒11項目 23項目 追加項目 ※2

☆

番号

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

実施検査回数（〇）

条件

原因藻類発生時期に
1回以上／月

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回ま
で検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

水質基準項目 水質基準値 法定検査回数
検査回数の減 省略の可否

（浄水）

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合
は，省略可能。

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

浄水　西部　検査項目・頻度



別表－浄２　　浄水の検査項目と検査頻度（水質基準項目） 西部　大朝戸配水池系（中熊） 先内地区公民館

可否 条件 可否 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般細菌
1 mlの検水で形成される
集落数が100以下

1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

大腸菌 検出されないこと 1回以上／月 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

カドミウム及びその化合物
カドミウムの量に関して
0.003 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

水銀及びその化合物
水銀の量に関して
0.0005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

セレン及びその化合物
セレンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

鉛及びその化合物
鉛の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

ヒ素及びその化合物
ヒ素の量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

六価クロム化合物
六価クロムの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

亜硝酸態窒素 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇

シアン化物イオン及び塩化シアン
シアンの量に関して
0.01 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

フッ素及びその化合物
フッ素の量に関して
0.8 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

ホウ素及びその化合物
ホウ素の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 ※1 〇

四塩化炭素 0.002 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

１，４－ジオキサン 0.05 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

シス及びトランス－１，２－ジクロロエチレン　☆ 0.04 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

ジクロロメタン 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

テトラクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

トリクロロエチレン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

ベンゼン 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注6 〇

塩素酸 0.6 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

クロロ酢酸 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

クロロホルム 0.06 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

ジクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

ジブロモクロロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

臭素酸 0.01 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × ○ 注3 ※2 〇 〇 〇 〇

総トリハロメタン 0.1 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

トリクロロ酢酸 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

ブロモジクロロメタン 0.03 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

ブロモホルム 0.09 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

ホルムアルデヒド 0.08 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 × × 〇 〇 〇 〇

亜鉛及びその化合物
亜鉛の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

アルミニウム及びその化合物
アルミニウムの量に関して
0.2 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

鉄及びその化合物
鉄の量に関して
0.3 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

銅及びその化合物
銅の量に関して
1.0 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注4 〇

ナトリウム及びその化合物
ナトリウムの量に関して
200 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

マンガン及びその化合物
マンガンの量に関して
0.05 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

塩化物イオン　 200 mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

カルシウム・マグネシウム（硬度） 300 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

蒸発残留物 500 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇

陰イオン界面活性剤 0.2 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

ジェオスミン 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇

２－メチルイソボルネオール 0.00001 mg/L以下 × ○ 注7 〇

非イオン界面活性剤 0.02 mg/L以下 1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇 〇 〇 〇

フェノール類
フェノールの量に換算して
0.005 mg/L以下

1回以上／3ヶ月 ○ 注2 ○ 注3 〇

有機物（ＴＯＣ） ３ mg/L以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ｐＨ値　 5.8以上8.6以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

味 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

臭気 異常でないこと 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

色度 ５度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

濁度 ２度以下 1回以上／月 ○ 注5 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

色 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

濁り 異常でないこと 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

残留塩素 0.１ mg/L以上 1回／日 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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海水を原水とする場合は不可。

9項目 消毒11項目 23項目 追加項目

水質基準項目

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（湖沼水の停滞水域を水源とする場合は，当該基準項目を算出する藻類の発生状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合
は，省略可能。

浄水処理にオゾン処理，消毒に次亜塩素酸を用いる場合は不可。

シス－１，２－ジクロロエチレン及びトランス－１，２－ジクロロエチレン

条件

（浄水）

原因藻類発生時期に
1回以上／月

原水の水質が大きく変わるおそれが少ないと認められる場合であって，過去3年間の検査結果が基準値の1/5以下であるときは，おおむね1年に1回以上と，過去3年間の検査結果が基準値の1/10以下であるときは，おおむね3年に1回ま
で検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況並びに薬品等及び資機材等の使用状況を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

連続的に計測及び記録がなされている場合は，おおむね3ヶ月に1回以上まで，検査頻度を減らすことが可能。

過去の検査結果が基準値の1/2を超えたことがなく，かつ，原水及び水源及び周辺の状況（地下水を水源とする場合は，近傍の地域における地域の状況を含む。）を勘案し，検査を行う必要がないことが明らかな場合は，省略可能。

水質基準値 法定検査回数
検査回数の減 省略の可否 実施検査回数（〇）

浄水　西部　検査項目・頻度


